
                                 資料１  

学校給食費の改定について 

１．給食費の不足について（参考） 

 本市では、献立や食材を工夫することでコスト削減を行っていたが、令和２年頃から

賄材料費が不足することとなり、一般財源から補填していた。 

一般財源で不足分を補った金額を喫食数（４９万食）で除した金額を副食費にプラス

すると以下のとおりとなる。 

小学校（現単価：２６７円） 

年度 主食 牛乳 副食 計（給食費必要額） 

Ｒ３ ２３．１０ ５４．００ １９６．１９ ２７３．２９ 

Ｒ４ ２３．１０ ５７．０６ ２００．７２ ２８０．８８ 

Ｒ５ ２３．１０ ６３．０４ ２１１．３５ ２９７．４９ 

 

中学校（現単価：３１０円） 

年度 主食 牛乳 副食 計（給食費必要額） 

Ｒ３ ３１．３５ ５４．００ ２３０．９４ ３１６．２９ 

Ｒ４ ３１．３５ ５７．０６ ２３５．４７ ３２３．８８ 

Ｒ５ ３１．３５ ６３．０４ ２４６．１０ ３４０．４９ 

 

２．単価改定案 

（１） 主食費 

奥日野海藻米を使用。肥料代・燃料代等高騰のため令和 6年度中に２度の値上げ。 

値上げ後の単価を設定。 

小学校 

品目 Ｈ２７ ① Ｒ７ ② 差額②－① 増減割合 

米（70ｇ） 23.10 円 27.30 円 4.20 円 118.18% 

 

中学校 

品目 Ｈ２７ ① Ｒ７ ② 差額②－① 増減割合 

米（95ｇ） 31.35 円 37.05 円 5.70 円 118.18% 

 

（２） 副食費（肉・野菜・調味料等） 

  Ｒ７ Ｒ６  

副食費見込み 104,127,210 円 103,239,352 円 実績ベース 

実績ベースの R7 副食費見込み（104,127,210 円）から小中学校それぞれの現単価に

喫食数見込みを乗じた金額（小：196.49 円×325,916 食＋中：231.24 円×163,950 食



＝101,951,033 円）が副食費の不足分となる。不足分を R7 喫食数見込みで除した額

が 1食当たりの単価不足分となる。 

 （104,127,210 円－101,951,033 円）÷489,866 食＝4.44 円 

 この単価不足分 4.44 円を小学校と中学校の単価で按分すると、小学校 4.08 円、中

学校 4.80 円となる。 

 

小学校 

 Ｈ２７ ① Ｒ７ ② 差額②－① 増減割合 

副食費 196.49 円 200.57 円 4.08 円 102.08% 

 

中学校 

 Ｈ２７ ① Ｒ７ ② 差額②－① 増減割合 

副食費 231.24 円 236.04 円 4.80 円 102.08% 

 

（３） 牛乳代 

 県内学校給食はすべて大山乳業を使用。 

飼料価格・燃料代高騰により酪農を取り巻く環境は厳しい状況が続き、毎年のように

値上げ。Ｒ６単価に過去３年分の上昇率の平均を乗じた額で設定 

 

区分 Ｈ２７ ① Ｒ７ ② 差額②－① 増減割合 

牛乳代 47.41 円 72.95 円 25.54 円 153.87% 

 

２ 単価まとめ 

小学校の給食費（1食当たり） 

年度 主食（米 70ｇ） 副食費 牛乳代 計 

Ｈ２７ ２３．１０ １９６．４９ ４７．４１ ２６７．００ 

Ｒ７ ２７．３０ ２００．５７ ７２．９５ ３００．８２ 

差引 ４．２０ ４．０８ ２５．５４ ３３．８２ 

 

中学校の給食費（1食当たり） 

年度 主食（米 95ｇ） 副食費 牛乳代 計 

Ｈ２７ ３１．３５ ２３１．２４ ４７．４１ ３１０．００ 

Ｒ７ ３７．０５ ２３６．０４ ７２．９５ ３４６．０４ 

差引 ５．７０ ４．８０ ２５．５４ ３６．０４ 

以上により、令和７年度より、小学校給食費単価 ３０１円、中学校給食費単価 

３４６円とする。 



〇令和７年度賄材料費見込 （小学校 301 円、中学校 346 円の場合の試算) 

 単価 人数 日数 計 

小学校児童 ３０１ １５４９ １８３ ８５，３２３，５６７ 

中学校生徒 ３４６ ８１４ １８０ ５０，６９５，９２０ 

小学校教職員 ３０１ １９０ １８３ １０，４６５，７７０ 

中学校教職員 ３４６ ９６ １８０ ５，９７８，８８０ 

給食センター ３０１ ５ １９６ ２９４，９８０ 

その他（小学校） ３０１ ４２７ １２８，５２７ 

その他（中学校） ３４６ １５０ ５１，９００ 

調理 ３０１ ２８ １９６ １，６５１，８８８ 

配送 ３０１ ４ １９６ ２３５，９８４ 

計 １５４，８２７，４１６ 

 

３．鳥取県内小中学校の１食当たりの給食費単価（Ｒ６） 

市町村 小学校 中学校 補助・支援など 

鳥取市 276 円（276 円） 317 円（317 円） 平均単価 

米子市 280 円（280 円） 330 円（280 円） 不足分支援 

倉吉市 323 円（283 円） 362 円（322 円） 不足分支援（教職員等は値上げ） 

境港市 267 円（267 円） 310 円（267 円） 不足分支援 

岩美町 305 円（280 円） 355 円（320 円） 小 25 円、中 35 円補助 

若桜町 331 円（0円） 381 円（0円） 無償化（R6 一般財源） 

智頭町 300 円（0円） 340 円（0円） 無償化（R6 一般財源） 

八頭町 320 円（200 円） 375 円（250 円） 小 120 円、中 125 円補助 

三朝町 298 円（289 円） 351 円（340 円） 小 9円、中 11 円補助 

湯梨浜町 318 円（300 円） 370 円（350 円） 小 18 円、中 20 円補助 

琴浦町 324 円（285 円） 368 円（326 円） 小 39 円、中 42 円補助 

北栄町 323 円（278 円） 375 円（330 円） 小 45 円、中 45 円補助 

日吉津村 303 円（266 円） 330 円（組合） 不足分支援 

大山町 298 円（0円） 348 円（0円） 無償化（R6 ふるさと納税） 

南部町 313 円（253 円） 370 円（302 円） 小 60 円、中 68 円補助 

伯耆町 322 円（100 円） 372 円（150 円） 小中 222 円補助 

日南町 359 円（250 円） 409 円（300 円） 不足分支援 

日野町 309 円（103 円） 363 円（121 円） 3 分の 2補助 

江府町 281 円（0円） 326 円（0円） 無償化 

（R6 ふるさと納税＋一般財源） 

※カッコ内は補助・支援後の保護者負担額 



【県内他市のＲ７予定】 

・鳥取市は、ロット数が 16,000 食あり、入札金額が安くなり、値上げの予定なし。 

・米子市は、R7 年度から小学校、中学校ともに単価の改定を行う予定だが、保護者負担

は上げない方向で検討している。 

・倉吉市は、R6 年度に小中学校ともに 40 円不足していると見込んでいるが、単市で対

応し値上げはしない方向。教職員等については、R6 から本市と同様に値上げしてい

る（小学校 323 円、中学校 362 円）。 

 

【無償化している自治体】 

・若桜町は、R4,5 年度はコロナ交付金を活用して無償化。R6 は一般財源。 

・智頭町は、R2に町長が変わったタイミングで無償化。財源は当時から一般財源。 

・大山町は、R2無償化を始めた当初はコロナ交付金活用。現在はふるさと納税。 

・江府町は、R4,5 年度はコロナ交付金＋一般財源、R6 ふるさと納税＋一般財源。 

 

【支援策】 

・就学援助家庭への支援 

  鳥取市 7割相当額補助 

  米子市 7割相当額補助 

  倉吉市 3分の 2相当額免除 

  境港市 全額免除 

・第 3子以降への支援 

  鳥取市 なし 

  米子市 なし 

  倉吉市 3割相当額免除 

  境港市 全額免除 

 

４．今後の給食費について 

 今後は、３年ごとに物価の動向等を調査し、給食費の見直し（値上げ、値下げ、改定

なし）が必要かどうかを運営委員会で検討。 

 ※ただし、大幅な物価変動等の際には、２年以内で見直しを検討する場合があります。 


